
1．サービスコンピューティングのこれから

日本政府が第 5期科学技術基本計画に盛り込んだ「超
スマート社会の実現」(1)は，IoT やビッグデータ，AI や
ロボット等の様々なシステムが横断的に連携・協調し
て，人々が必要な‘もの’やサービスを必要なときに必
要なだけ受けられる社会を目指すものである．
あらゆるシステムの機能をサービスと捉え，これらを

疎結合して更なるサービスを創るというサービスコン
ピューティングの考え方（Everything as a Service）は，
超スマート社会における異種分散システムをつなぐ糊
（のり）として，重要な役割を果たす．センサやスマー
トフォン，ロボット等のデバイスも，機械学習や大規模
データ処理のアルゴリズムも，サーバやデータベース等
の計算インフラも，全てサービスとして抽象化され，必
要に応じて動的に組み合わされ，個人にタイムリーに届
けられる時代が来るだろう．
超スマート社会を構成する個別の技術については，こ
れまでどおりそれぞれの専門分野で洗練が進むであろ
う．しかしながら，それに加えて今後は，洗練した技術
をいかに組み合わせて，価値あるサービスを創出してい
くかを考えねばならない．これからのサービスコン
ピューティングに求められる課題と考える．

2．SC研専の今後の課題と抱負

SC 研専では，超スマート社会の実現に資することを
一つの目標に，サービス，クラウド，ビッグデータ，
IoT の四つのテーマを掲げ，サービスコンピューティン
グを切り口から諸技術を議論し共有する場を提供する．
また，研究会や学会を超えて様々な人々と交流し，世界
にプレゼンスを示すべく，活動を続けていく．2017 年

現在，情報処理学会・ソフトウェア工学研究会や日本機
械学会・設計工学・システム部門，韓国電子工学会
（IEIE）等との交流を行っている．今後更に拡充した
い．

3．SC研専の新しい研究分野

SC 研専では対象研究分野リストを更新している．皆
様には積極的な参加を御検討頂きたい．

・サービス：スマートサービス，CPS，Web-API，
API エコノミー，SOA，サービス連携，SLA，BPM，
マイクロサービス，クラウドソーシング，モバイルサー
ビス，ビジネスモデル・経済モデル．
・クラウド：SaaS，PaaS，IaaS，サービス配備・運用・
管理，コンテナ，ハイブリッドクラウド，クラウドネイ
ティブ，クラウドファースト開発．
・ビッグデータ：大規模データ解析基盤，大規模データ
分析サービス，Linked Data，サービスオントロジーと
Semantic Web，オープンデータ．
・IoT：IoT アーキテクチャ，IoT プラットホーム，ス
マートデバイス，スマート家電，エッジコンピューティ
ング，フォグコンピューティング．
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